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100 人の組織なら 30 人ぐらいは嫌なやつがいます。その 30 人が嫌だからと
言って会社を辞めていたら，どこの会社でも三日勤まりません。辞めて自分
が理想としていた会社に再就職できたとしても，そこには嫌なやつが，倍の

















































































































































































































































































　You can't connect the dots looking forward; you can only connect them looking 
backwards. So you have to trust that the dots will somehow connect in your future. You 
have to trust in something─ your gut, destiny, life, karma, whatever. This approach 
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２部　地の星」（1992 年，以下，新潮社刊），「第３部　血脈の火」（1996 年），「第
４部　天の夜曲」（2002 年），「第５部　花の回廊」（2007 年），「第６部　慈雨の音」
（2011 年）が刊行されている。「第７部　満月の夜」は文芸誌『新潮』に 2012 年１
月号より連載中。
iii　「骸骨ビルの庭」　宮本輝氏の長編小説。文芸誌『群像』連載（2006 年～ 2009 年）
を経て，2009 年，講談社より上下２冊刊。2010 年，第 13回司馬遼太郎賞受賞。
iv　「ナニワ金融道」　青木雄二氏による漫画（1990 年，講談社刊）。テレビドラマ化，
映画化もされている。「追い込み」とは借金の取り立てのこと。
v　骸骨ビル　「骸骨ビルの庭（上）」の「平成六年二月二十一日　茂木泰造の話」に，「骸
骨ビルといいますのは，このビルを遠くから見ると，屋上に何本もの物干し竿が突
き出てまして，それがなんやしらん人間の骨みたいやったんですな」（上巻p.38より）
とある。
vi　シュポンターン　宮本輝氏の小説「愉楽の園」（1989 年，文藝春秋刊）の中で，こ
のエピソードが使用されている。「シュポンターン……。語源はラテン語だが英語
の辞書では，＜無意識的な，自発的な＞という一見相反する訳がなされ，さらにこ
うつけくわえられていた。＜考えたうえで行われたものでなく，外部からの刺激に
対して本能的になされた＞」（p.202）。これに該当するラテン語語彙は形容詞の
spontan（スポンターン）。これを起源とする形容詞が欧州各言語にある。シュポン
ターンの発音はドイツ語の spontanが最も近い。英語では spontaneous（スポンテ
ニアス），フランス語では spontané（スポンタネ）。「意図せず自然と湧き起こる」
というような意味だが，日本語訳として一般に用いられている「自発的」は，「能
動的」の類義語でもあるため，意図性を表現するものとの誤解を引き起こすので，
最善の訳とは言えない。
vii　戦争孤児，戦災孤児　「骸骨ビルの庭（上）」（p.39 ～ 41）では，戦災で親を失っ
た「戦災孤児」だけでなく，親が存命であっても親の育児放棄によって棄てられた
「棄迷児」なども含めて，戦争が原因で孤児となった子供の総称として「戦争孤児」
を用いている。作品に登場する「骸骨ビルの住人」はむしろ棄迷児が多い。
viii　「泥の河」　宮本輝氏の小説。1977 年に『文芸展望』（筑摩書房）誌上に発表され，
同年，第 13回太宰治賞を受賞。1978 年，同社刊『螢川』に収録。
ix　「螢川」　宮本輝氏の小説。1977 年に『文芸展望』（筑摩書房）誌上に発表され，翌
1978 年，第 78回芥川龍之介賞を受賞。同年，同社刊。
x　「三十光年の星たち」　宮本輝氏の小説。2010年に毎日新聞紙上に連載され，2011年，
同社刊。
xi　「三千枚の金貨」　宮本輝氏の小説。前半は 2009 年に『BRIO』（光文社）誌上に連
載され，後半の書き下ろしを含めて，2010 年，同社刊。
xii　劇を演じる　「骸骨ビルの庭（下）」の「平成六年五月十日」における茂木泰造の
台詞で用いられる表現。「劇を演じる，ということが大切なときがあります。それ
（ 26 ）
を馬鹿げたことと軽んじる人は，自分の目に見えるもの以外は信じられへんのです。
自分の知恵や知識の外には出られへんのです」（下巻 p.208 より），その少し後段に，
「畑仕事をよう知ってるサクラやヒデトがヤギショウさんに教えた。教えられたヤ
ギショウさんが教えられたとおりにやった。これもまた劇を演じるということです。
教える，教えられる，という一瞬の劇です。劇が成立したから，この畑には豊かな
実りがあることですやろ」（下巻 pp.208-209 より）とある。
xiii　「サアカスの馬」　安岡章太郎氏の短編小説。1955 年に刊行された短編集『青葉館』
（河出書房）に所収。
